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   開     議 

 

 

○蒲生光男議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 なお、遠藤健司企画調整課長が欠席のため、

谷澤秀一企画調整課補佐が出席しておりますの

で、ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○蒲生光男議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 質問の時間は、答弁を含めて60分以内となっ

ておりますので、ご協力をお願いいたします。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 順位１番、議席番号４番、今泉

春江議員。 

  （４番今泉春江議員登壇） 

○４番 今泉春江議員 皆様、おはようございま

す。日本共産党の今泉春江でございます。 

 私は、市民の声を市政に届け、暮らしと福祉、

防災最優先の市政実現を市民の皆様にお約束し

てまいりました。この立場から、原発からの撤

退と放射能から市民を守る市政についてと高過

ぎる国保税を引き下げることの２点で質問いた

します。 

 まず、原発からの撤退を目指し、放射能から

市民を守る市政についてお尋ねします。 

 原発は今まで安全と政府も電力会社もずっと

言い続けてまいりました。共産党は、もともと

から危険性を指摘してきましたが、今回の福島

原発事故が、安全どころか、いかに危険で恐ろ

しいものかを事実で証明しました。福島原発事

故は、５カ月たった今でも収束しておらず、被

害が広がる一方で、今後どんな危険をもたらす

か予測すらできません。 

 原発は核燃料を燃やして電力をつくる装置で

すが、そもそも現在の原発の技術は未完成で、

冷却水のコントロールがきかなくなれば大事故

を起こします。また、核燃料を燃やす過程で必

ず出る放射能を完全に閉じ込めておく技術が完

成していません。さらに本質的な問題として、

莫大な使用済み核燃料を処理する技術を持って

いません。まさにトイレのないマンションです。

このため、一たび放射能が放出されれば、その

被害は深刻で広範囲にわたり、時間的にも放射

能の危険がなくなるまで数万年から1,000万年

もかかるとされており、飛行機や列車などの事

故とは質的に全く異なった危険をもたらします。 

 この原発が、有数の地震・津波国である日本

に54カ所も置かれており、しかも福島だけでな

く、近くには新潟の柏崎刈羽原発があり、ここ

で事故が起こった場合には、長井市などは福島

原発以上の危険にさらされる可能性があり、他

人事ではありません。 

 こうした事実を考えれば、安全神話をきっぱ

りと断ち切って、原発から速やかに撤退し、電

力は自然エネルギーで生み出す方向に大転換す

べきと考えます。 

 そこで、第一に市長にお聞きしたいのは、こ

の原発にかかわって、小学館発行の雑誌「ＳＡ 


